



















理 学 博 士
第 215 号
昭和 36 年 6 月 8 日














め， êl--ê5 において，乙の理論の厳密な定式が行われる。打干の準備の後， S 4 で，角計量が与えら
れた多様体に対して標準共形接続なるものを定義する。 ê 5 で，共形接続の定義された空間に共形的展開
とよばれる幾何学的概念を導入する。 S 6 では，まず，リッチ・テンソルに関する条件によって， (@))型
とよばれる一連のリーマン空間を定義する。主定理(定理 1 )は Ig ， g' を多様体M上の二つのリーマン
計量とし互に共形的であると仮定する。 もし， g ， g' が共に(@))型で完備ならば実は(ある例外を除いて)
g=g' となる J である。これから直ちに I(@))型で完備なリーマン空間の共形変換は，ある例外を除けば







Riemann 空間の Ricci 曲率テンソルが基本テンソルに比例するとき，その Riemann 空間は Einstein
空間とよばれる。田中君は Einstein 空間(及ぴその一般化である((5)型空間)の共形変換について次の結
果を得た。 1) スカラー曲率が正の二つの Einstein 空間が共形的に同値ならば，実は isornetric である。
2) スカラー曲率が O の二つの Einstein 空間が共形的に同値であれば， 一方を他方にうっす共形変換は
hornothetic である。従ってA) スカラー曲率が正の EinStein 空間の共形変換はつねに等距離変換であり，
B) スカラー曲率がOの Einstein 空間の共形変換はつねに hornothety である，ということが結論される D
さらに，これらの結果はより一般的な((5)型空間の場合に拡張されている。これらの結果の証明は，かな
り困難なものであって，田中君は共形接続の理論を巧妙に展開してその証明に到達している。この他国中
君はアファイン接続空間の射影変換とアファイン変換との聞の関係についても興味ある結果を得ている。
以上述べた様に田中君の研究は微分幾何学について興味ある貢献をなしたものであって，この論文は理
学問士の学位論文として十分の価値あるものと認める。
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